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栃 木 市 農 業 委 員 会 総 会 

開催日時　　令和６年２月２２日（木）　午後２時３０分 

開催場所　　栃木市役所本庁舎３階　正庁 

出席委員 

１若色　昭松　　　２高際　英明　　　３五十畑節子      ４正田　秀雄 

５長　　明美　　　６小林真理子　 　 ７柴　賢一郎　    ８平本　勲　　　　 

 　９渡邉　昭男　　１０狐塚　正直　  １１田中　健一　　１２山﨑　幸行    

 １３大谷　朗      １４泉田　裕美　　１５川嶋　房代　　１６川田　久子 

１７荒川　則夫    １８石塚　一彦　  ２０佐山　耕基　　２１生澤　良一 

欠席委員    １９大塚　幸八　　

 農業委員会事務局職員 

事務局長　　　　　　　石川　德和　　　　次　　長　　　　 　　高久　完治 

次長補佐兼農地調整係長 　石川　昌良　　　　副主幹兼農委総務係長    小松原　雅人 

主　　査　　　　　　　田沼　篤　　　　　 

 

 会議事件 

議案第１号 

議案第２号 

議案第３号 

議案第４号 

議案第５号 

 

議案第６号 

 

議案第７号 

 

　報告第１号 

報告第２号 

 

報告第３号 

 

報告第４号 

報告第５号 

 

 

 

 

 

農地法第３条の規定による許可申請について 

農地法第４条の規定による許可申請について 

農地法第５条の規定による許可申請について 

非農地証明願について 

農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画の策定 

（利用権の設定）について 

農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画の策定 

（所有権の移転）について 

農地中間管理事業の推進に関する法律により市が作成する農用地利

用集積等促進計画案に対する意見について 

農地法第５条の規定による許可の報告について 

農地法第４条第１項第７号の規定による農地転用届出書専決処理の 

報告について 

農地法第５条第１項第６号の規定による農地転用届出書専決処理の 

報告について 

農地法第１８条第６項の規定による通知受理状況の報告について 

使用貸借契約解約通知書受理状況の報告について 
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 開会の宣言 

事務局長 

 

　

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

議事録署名 

議　　長 

　

 

 

 

 

 

議　　長 

 

　

会議書記指名 

議　　長 

 

 

議　　事　 

議　　長 

 

 

 

石川次長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、ただ今から、令和６年２月栃木市農業委員会総会を開会

いたします。若色会長よりごあいさつをお願いします。 

 

（会長あいさつ） 

 

　ありがとうございました。 

　本日は、１９番大塚委員から欠席の届出がありました。ただ今の出

席委員は２０名で、定足数に達しておりますので、総会は成立してお

ります。それでは、総会規則第５条により、議事の進行は若色会長に

お願いします。 

 

 

それでは、これより議事に入ります。 

まず、日程第１の議事録署名委員の指名を行います。 

栃木市農業委員会総会規則第１８条第２項に規定する議事録署名

委員ですが、議長から指名させていただくことに、ご異議ありません

か。 

（異議なしの声） 

 

それでは、議事録署名委員は、１２番山﨑幸行委員、１３番大谷朗

委員にお願いいたします。 

 

 

日程第２、会議書記の指名を行います。本日の会議書記には、事務

局職員の小松原雅人氏と田沼篤氏を指名いたします。 

 

 

それでは、日程第３の議案審議に入ります。 

議案第 1 号「農地法第３条の規定による許可申請について」を、

議題とします。事務局より議案の説明をお願いします。 

 

議案書２ページをご覧ください。 

今月の申請は、所有権の移転が１３件ありました。申請者、土地の

表示等については記載のとおりです。 

 

１番については、経営規模拡大のため、既に借りている農地を含め

て売買により取得する申請です。 

譲受人は、志鳥町においてナス、玉ねぎ、ニンジンなどを栽培して
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います。申請地では玉ねぎ、ニンジンの栽培をする予定です。スクリ

ーンをご覧ください。 

（写真説明） 

 

２番については、経営規模拡大のため、売買により取得する申請で

す。譲受人は、新井町を中心に米の作付けを行っております。申請地

では、米を作付けする予定です。スクリーンをご覧ください。 

（写真説明） 

 

３番については、譲受人は以前から親族が所有する農地を借りて

耕作してきましたが、今回贈与により取得する申請です。 

申請地ではトマト、キュウリを栽培する予定です。スクリーンをご

覧ください。 

（写真説明） 

 

４番については、既に借りている農地を売買により取得する申請

です。譲受人は梅沢町を中心に米の作付けを行っています。申請地で

は米を作付けする予定です。スクリーンをご覧ください。 

（写真説明） 

 

５番については、譲受人は、以前から自宅に隣接する農地を借りて

耕作してきましたが、今回その農地を、贈与により取得する申請で

す。申請地では引き続き自家消費野菜を栽培する予定です。スクリー

ンをご覧ください。 

（写真説明） 

 

６番については、空き家に付属する農地を取得する申請です。譲受

人は、既に空き家を購入し居住を開始しています。申請地ではブルー

ベリーを栽培する予定です。スクリーンをご覧ください。 

（写真説明） 

 

７番については、既に借りている農地を売買により取得する申請

です。譲受人は、西方町真名子を中心にニラの栽培をしております。

申請地では引き続きニラを栽培する予定です。スクリーンをご覧く

ださい。 

（写真説明） 

 

８番については、既に借りている農地を贈与により取得する申請

です。譲受人は、大平町下皆川にて米の栽培をしております。申請地
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議　　長 

 

 

北部調査委員長

（渡邉委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議　　長 

 

南部調査委員長 

（石塚委員） 

では引き続き米を栽培する予定です。スクリーンをご覧ください。 

（写真説明） 

 

９番１０番については、譲受人は同一であり、経営規模拡大のた

め、売買により取得する申請です。 

譲受人は、藤岡町甲を中心に米、麦の栽培をしており、申請地でも

米麦を栽培する予定です。スクリーンをご覧ください。 

（写真説明） 

 

11～１３番については、譲受人は同一であり経営規模拡大のた

め、農地を取得する申請です。 

譲受人は、岩舟町小野寺、群馬県太田市においてナツメ等の果実の

栽培を行っています。 

１１番１３番の申請地ではナツメ、１２番は米を栽培する予定で

す。スクリーンをご覧ください。 

（写真説明） 

 

以上１３件の申請につきましては、法第３条第２項各号には該当

しないため、許可要件のすべてを満たしております。ご審議よろしく

お願いいたします。 

 

ただ今の事務局の説明に関連して、事前調査委員長から調査の結

果をお願いします。北部調査委員長お願いします。 

 

今回の北部調査委員長の９番渡邉です。 

今回は私と１７番荒川委員、２０番佐山委員の３名と事務局２名

で、２０日火曜日に事前調査を行いました。それでは調査の結果を報

告いたします。 

今回北部は、所有権移転の申請が７件ありました。 

書類審査および現地調査を行いましたが、申請書類に不備はなく、

現地の状況等も確認した結果、特に問題はないと思われるため、許可

することが妥当であると考えます。 

以上が調査内容の報告であります。皆様のご審議よろしくお願い

します。 

 

　ありがとうございました。南部委員長お願いします。 

　 

　今回の南部調査委員長の１８番石塚です。 

今回は、私と７番柴委員、１１番田中委員の３名と事務局２名で、 
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議　　長 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

議　　長 

 

 

田沼主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２１日水曜日、事前調査を行いました。それでは調査の結果を報告い

たします。 

　今回南部は、所有権移転の申請が６件ありました。 

書類審査および現地調査を行いましたが、申請書類に不備はなく、

現地の状況等も確認した結果、特に問題はないと思われるため、許可

することが妥当であると考えます。 

以上が調査内容の報告であります。皆様のご審議よろしくお願い

します。 

 

ありがとうございました。 

これより、質疑に入ります。発言のある方は挙手をお願いします。 

 （質疑なし） 

 

発言がないようですので、採決いたします。 

議案第１号について、原案のとおり許可することにご異議ござい

ませんか。 

（異議なしの声） 

 

異議なしと認め、議案第１号は、原案のとおり許可することに決定

いたしました。 

 

次に、議案第２号「農地法第４条の規定による許可申請について」

を議題とします。事務局より議案の説明をお願いします。 

 

議案書の６ページをご覧ください。 

今回は、１件の申請がありました。申請者・土地の表示等について

は記載のとおりです。 

１番については、堆肥舎への転用です。地図は１ページです。 

事業計画者は、西方町金井において酪農業を営み、乳牛を１４０頭

飼育しております。現在の堆肥舎では堆肥を処理しきれず、屋外で作

業をしていることから、生産性や品質が低下しており、早急に新しい

堆肥舎を建設する必要があるため、申請に至りました。農作業の効率

性の観点から、自宅や牛舎、現在の堆肥舎の隣接地であることが望ま

しいと考え、申請地を選定しております。 

農地の区分は、農振農用地でありますが、農用地利用計画において

指定された用途であるため、不許可の例外規定に該当します。なお、

申請地は用途区分変更がされております。 

取水、排水は無く、雨水は自然浸透です。スクリーンをご覧くださ

い。 
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議　　長 

 

 

北部調査委員長 

（渡邉委員） 

 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

川嶋委員 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

（写真説明） 

 

以上１件の申請については、他法令の許認可の見込みや資金計画

の妥当性等により転用の確実性も問題はないと考えられます。なお、

本案件については面積が３０アールを超えるため、県の常設審議委

員会に意見を求めます。ご審議よろしくお願いいたします。 

 

ただ今の事務局の説明に関連して、事前調査委員長から調査の結

果をお願いします。北部調査委員長お願いします。 

 

今回北部は、堆肥舎の申請が１件ありました。 

書類審査および現地調査を行いましたが、申請書類に不備はなく、

許可基準を満たしており、周辺農地への影響はないと思われるため、

許可することが妥当であると考えます。 

以上が調査内容の報告であります。皆様のご審議よろしくお願い

します。 

 

ありがとうございました。ここで地元委員の意見を伺います。 

番号１番について、１５番川嶋委員お願いします。 

 

１５番川嶋です。 

１番の案件ですが、事務局および調査委員長の説明のとおりです。

特に問題ないと思われますので、皆様のご審議よろしくお願いしま

す。 

 

ありがとうございました。 

これより、質疑に入ります。発言のある方は挙手をお願いします。 

　（質疑なし） 

 

発言がないようですので、採決いたします。 

議案第２号について、原案のとおり許可することにご異議ござい

ませんか。 

（異議なしの声） 

 

異議なしと認め、議案第 2 号は、原案のとおり許可することに決

定いたしました。１番の案件については、３０アールを超えますの

で、「県農業会議常設審議委員会」に意見を求め、許可相当の回答を

受理した後、許可することといたします。 
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 議　　長 

 

 

田沼主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に議案第３号「農地法第５条の規定による許可申請について」を

議題とします。事務局より議案の説明をお願いします。 

 

議案書の８ページをご覧ください。 

今回は、６件の申請がありました。申請者・土地の表示等について

は記載のとおりです。 

 

１番については、太陽光発電設備への転用です。地図は２ページで

す。 

事業計画者は、太陽光発電事業を営む法人です。脱炭素社会の実現

のため、太陽光発電事業の申請に至りました。申請地は付近に高い建

物が無く、日照を十分に確保することができるため、事業地として選

定しました。 

農地の区分は、第２種農地であり、土地の代替性が無いため許可基

準に該当します。 

取水、排水は無く、雨水は自然浸透です。スクリーンをご覧くださ

い。 

（写真説明） 

 

２番については、太陽光発電設備への転用です。地図は２ページで

す。 

事業計画者は、太陽光発電事業を営む法人です。地球のエネルギー

問題に対して少しでも貢献したいと考え、太陽光発電事業の申請に

至りました。申請地は付近に高い建物が無く、日照を十分に得ること

ができるため、事業地として選定しました。 

農地の区分は、第２種農地であり、土地の代替性が無いため許可基

準に該当します。 

取水、排水は無く、雨水は自然浸透です。スクリーンをご覧くださ

い。 

（写真説明） 

 

３番については、一般住宅への転用です。地図は３ページです。 

事業計画者は、市内のアパートに夫婦で居住しておりますが、将来

の出産を考え、住宅の建築を計画しました。幼稚園や小学校が近く、

通りも穏やかであることから、建築地として選定しました。 

農地の区分は、野州大塚駅から５００ｍ以内の第２種農地であり、

集落に接続するため、許可基準に該当します。 

取水は上水道、排水は下水道、雨水は自然浸透です。スクリーンを

ご覧ください。 
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（写真説明） 

４番については、資材置場への転用です。地図は４ページです。 

事業計画者は、管工事を営む個人事業主です。この度、事業拡大に

伴う売上増加により資材ストックが増えているため、新たに資材置

場を整備する必要があります。利便性や防犯上の観点から、事務所の

隣接地から選定したところ、今回の申請地が適地と判断しました。 

農地の区分は、土地改良施行地域の第１種農地でありますが、集落

に居住する者の業務上必要な施設であるため、不許可の例外規定に

該当します。なお、申請地は農振除外がされております。 

取水、排水は無く、雨水は自然浸透です。スクリーンをご覧くださ

い。 

（写真説明） 

 

５番については、一般住宅への転用です。地図は５ページです。 

事業計画者は、市内の貸家に家族３名で居住しておりますが、現在

の住宅では手狭であることから、住宅の建築を計画しました。申請地

は、申請者の妻の実家の隣接地であり、今後の育児、介護を考え実家

の近くを建築地として選定しました。 

農地の区分は、農地の広がりが１０ha 以上の第１種農地でありま

すが、集落に接続し、土地の代替性が無いことから、不許可の例外規

定に該当します。 

取水は上水道、排水は敷地内処理、雨水は自然浸透です。スクリー

ンをご覧ください。 

（写真説明） 

 

６番については、太陽光発電設備への転用です。地図は６ページで

す。 

事業計画者は、太陽光発電事業を営む法人です。再生可能エネルギ

ーによる発電は温室効果ガスの高い削減効果が期待されることか

ら、今後も更なる事業拡大を図るため、太陽光発電事業を計画しまし

た。申請地付近で既に事業を行っており、実績があるため、同エリア

において事業地を選定しました。 

農地の区分は農地の広がりが１０ha 未満の第２種農地であり、土

地の代替性が無いため許可基準に該当します。 

取水、排水はなく、雨水は自然浸透です。 

なお、農地の所有者の１名は、死亡しておりますが、相続人が不在

でありますので、裁判所からの選任を受けた相続財産管理人が財産

の処分を行うこととなっております。スクリーンをご覧ください。　

（写真説明） 
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議　　長 

 

 

北部調査委員長 

（渡邉委員） 

 

 

 

 

 

 

議　　長 

 

南部調査委員長 

（石塚委員） 

 

 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

川田委員 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

以上６件の申請については、他法令の許認可の見込みや資金計画

の妥当性等により転用の確実性も問題はないと考えられます。なお、

１番の案件については面積が３０アールを超えるため、「県農業会議

常設審議委員会」に意見を求めます。ご審議よろしくお願いいたしま

す。 

 

ただ今の事務局の説明に関連して、事前調査委員長から調査の結

果をお願いします。北部調査委員長お願いします。 

 

今回北部は、太陽光発電設備が２件、一般住宅が１件、資材置場が

１件、合計４件の申請がありました。 

書類審査および現地調査を行いましたが、申請書類に不備はなく、

許可基準を満たしており、周辺農地への影響はないと思われるため、

許可することが妥当であると考えます。 

以上が調査内容の報告であります。皆様のご審議よろしくお願い

します。 

 

ありがとうございました。南部調査委員長お願いします。 

 

今回南部は、一般住宅の申請が１件、太陽光発電設備が１件、合計

２件の申請がありました。 

書類審査および現地調査を行いましたが、申請書類に不備はなく、

許可基準を満たしており、周辺農地への影響はないと思われるため、

許可することが妥当であると考えます。 

以上が調査内容の報告であります。皆様のご審議よろしくお願い

します。 

 

ありがとうございました。ここで地元委員の意見を伺います。 

番号 1 番、２番について、１６番川田委員お願いします。 

 

１６番川田です。 

１番、２番の案件ですが、事務局および調査委員長の説明のとおり

です。太陽光発電設備ということで、周辺への影響もないと思われま

すので、よろしくお願いします。 

 

番号３番について、1 番若色より報告いたします。 

３番については、以前から住宅敷地として転用されている最後の

区画です。事務局および調査委員長の説明のとおりです。よろしくお

願いします。 
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 議　　長 

 

狐塚委員 

 

 

 

議　　長 

 

山﨑委員 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

田沼主査 

 

　

 

 

 

 

 

番号４番について、１０番狐塚委員お願いします。 

 

１０番狐塚です。 

４番の案件ですが、農振除外されており、問題もないと思われま

す。ご審議よろしくお願いします。 

 

番号５番、６番について、１２番山﨑委員お願いします。 

 

１２番山﨑です。 

５番の案件は、一般住宅への転用、６番の案件は、太陽光発電設備

への転用です。事務局および調査委員長の説明のとおり何の問題も

ないかと思われます。ご審議よろしくお願いします。 

 

ありがとうございました。 

これより、質疑に入ります。発言のある方は挙手をお願いします。 

　（質疑なし） 

 

発言がないようですので、採決いたします。 

議案第３号について、原案のとおり許可することにご異議ござい

ませんか。 

（異議なしの声） 

 

異議なしと認め、議案第３号は、原案のとおり許可することに決定

いたしました。 

なお、1 番の案件については、３０アールを超えますので、「県農

業会議常設審議委員会」に意見を求め、許可相当の回答を受理した

後、許可することといたします。 

 

次に、議案第４号「非農地証明願について」を議題とします。事務

局より議案の説明をお願いします。 

 

議案書１１ページをご覧ください。 

今月は申請が５件ありました。願出人、土地の表示等については記

載のとおりです。 

 

１番については、地図は７ページです。 

申請地は１筆で、航空写真等により、平成１２年以前から宅地とし

て利用されてきたことが確認できております。スクリーンをご覧く

ださい。 
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議　　長 

 

 

北部調査委員長 

（渡邉委員） 

 

 

 

 

 

（写真説明） 

 

　２番については、地図は８ページです。 

申請地は２筆で、航空写真等により、平成１１年以前から宅地とし

て利用されてきたことが確認できております。なお、申請地は農振除

外済みです。スクリーンをご覧ください。 

　（写真説明） 

 

３番については、地図は９ページです。 

申請地は１筆で、航空写真等により、平成１１年以前から雑種地と

して利用されてきたことが確認できております。なお、申請地は農振

除外済みです。スクリーンをご覧ください。 

　（写真説明） 

 

４番については、地図は１０ページです。 

申請地は１筆で、航空写真等により、平成１５年以前から雑種地と

して利用されてきたことが確認できております。スクリーンをご覧

ください。 

（写真説明） 

 

５番については、地図は１０ページです。 

申請地は１筆で、航空写真等により、昭和４６年以前から宅地とし

て利用されてきたことが確認できております。スクリーンをご覧く

ださい。 

（写真説明） 

 

以上５件について、非農地の証明をすることはやむを得ないと思

われます。ご審議よろしくお願いいたします。 

 

ただ今の事務局の説明に関連して、事前調査委員長から調査の結

果をお願いします。北部調査委員長お願いします。 

 

今回北部は、３件の申請がありました。 

２０年以上宅地として利用されてきたものが２件、２０年以上雑

種地として利用されてきたものが１件です。 

書類審査および現地調査を行いましたが、農地への復元が容易で

ないと認められるため、非農地証明をすることは妥当であると考え

ます。 

以上が調査内容の報告であります。皆様のご審議よろしくお願い
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議　　長 

 

南部調査委員長 

（石塚委員） 

 

 

 

 

 

 

 

議　　長 

　

 

川田委員 

 

 

 

 

議　　長 

 

渡邉委員 

 

 

 

議　　長 

 

石塚委員 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

狐塚委員 

 

します。 

 

　ありがとうございました。南部調査委員長お願いします。 

 

今回南部は、２件の申請がありました。 

２０年以上宅地として利用されてきたものが１件、２０年以上雑

種地として利用されてきたものが１件です。 

書類審査および現地調査を行いましたが、農地への復元が容易で

ないと認められるため、非農地証明をすることは妥当であると考え

ます。 

以上が調査内容の報告であります。皆様のご審議よろしくお願い

します。 

 

ありがとうございました。ここで、地元委員の意見を伺います。 

　番号１番について、１６番川田委員お願いします。 

　 

1６番川田です。 

１番の案件ですが、事務局および調査委員長の説明のとおりです。

平成１２年以前から宅地として利用してきたところです。問題ない

と思われますので、ご審議よろしくお願いします。 

 

番号２番、３番について、９番渡邉委員お願いします。 

 

９番渡邉です。 

２番、３番の案件ですが、事務局および調査委員長の説明のとおり

で、問題ないと思われます。ご審議よろしくお願いします。 

 

番号４番、５番について、１８番石塚委員お願いします。 

 

１８番石塚です。 

４番ですが、１５年前から車体整備店が敷地の一部として畑を使

用していたもので、問題ないと思われます。５番ですが、長年宅地と

して利用されていて、問題ないと思われます。 

 

ありがとうございました。 

これより、質疑に入ります。発言のある方は、挙手をお願いします。 

 

１０番狐塚です。 

２番の案件ですが、申請人と住宅の所有者が違うので、関係を確認
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石川次長補佐 

 

 

 

議　　長 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

議　　長　　　

 

 

 

 

議　　長 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

議　　長 

したいのですが。 

 

はっきりとした関係は分かりませんが、親戚だと思われます。住宅

の所有者が、農地を借りて使用していたため、申請人は、土地の所有

者となります。 

 

他にございますか。 

（発言なし） 

 

発言がないようですので、採決いたします。 

議案第４号について、原案のとおり証明することにご異議ござい

ませんか。 

（異議なしの声） 

 

異議なしと認め、議案第４号は、原案のとおり証明することに決定

いたしました。 

 

次に、議案第５号「農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積

計画の策定（利用権の設定）について」を議題とします。新規、再設

定併せて１４８件の利用権の設定であり、事務局の説明は省略しま

す。 

 

これより、質疑に入ります。発言のある方は、挙手をお願いします。 

（質疑なし） 

 

発言がないようですので、採決いたします。 

議案第５号について、原案のとおり承認することにご異議ござい

ませんか。 

（異議なしの声） 

 

異議なしと認め、議案第５号は、原案のとおり承認することに決定

いたしました。 

 

次に、議案第６号「農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積

計画の策定（所有権の移転）について」を議題とします。県農業振興

公社の関する２件７筆、約１３４a であります。事務局の説明は省略

します。 

 

これより、質疑に入ります。発言のある方は、挙手をお願いします。 
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議　　長 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

 

生澤委員 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

議　　長 

 

 

 

議　　長 

 

（質疑なし） 

 

発言がないようですので、採決いたします。 

議案第６号について、原案のとおり承認することにご異議ござい

ませんか。 

（異議なしの声） 

 

異議なしと認め、議案第６号は、原案のとおり承認することに決定

いたしました。 

 

次に議案第７号「農地中間管理事業の推進に関する法律により市

が作成する農地利用集積等促進計画案に対する意見について」を議

題とします。事務局の説明は省略します。 

本議案の借り人は新規就農者でありますので、地元委員から報告

をお願いします。２１番生澤委員お願いします。 

 

２１番生澤です。借り人は、県外から移住してきた新規就農者で

す。来月より、大平町北武井でいちご作りを夫婦ではじめます。今月

９日に新規就農者の面接をしました。新たに栃木市の農家の仲間に

なります。皆様のサポートをよろしくお願いします。 

 

ありがとうございました。これより質疑に入ります。発言のある方

は挙手をお願いします。 

（質疑なし） 

 

発言がないようですので、採決いたします。 

議案第７号について、原案のとおり承認することにご異議ござい

ませんか。 

（異議なしの声） 

 

異議なしと認め、議案第７号は、原案のとおり承認することに決定

いたしました。 

 

次に日程第４報告事項に入ります。 

報告第１号から、報告第５号までを一括報告とします。事務局の説

明は省略します。 

 

報告事項について発言のある方は、挙手をお願いします。 

（質疑なし） 
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 議　　長 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

 

発言がないようですので、報告事項を終わります。 

以上で、本日の議案の審議並びに報告事項はすべて終了いたしま

した。その他、皆さんから何かございますか。 

（質疑なし） 

 

発言がないようですので、以上をもちまして、令和 6 年２月栃木

市農業委員会総会を閉会いたします。 

 

 

［閉　会　午後３時１５分] 

 

 

 

議事録を証するため下記署名いたします。 

 

令和６年　　月　　日 

 

 

 

農業委員会長　　　　 　　　　　　　　    　　(若　色) 

 

 

署 名 委 員  　　　　　　　　　　　　  　　　(山　﨑) 

 

 

署 名 委 員      　　　　　　　　　　　  　　(大　谷) 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


